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1. 以下の空欄を埋めよ．

○ データ構造

データ構造とは，データの計算機内部（メモリ上）でのデータの（　　　　）のことである．

良いアルゴリズムを作成するには，（　　　　　　　　）データ構造が必要

抽象データ型とは，データ構造を（　　　　　　）と（　　　　　　　）の集合として一まとまりで表現したもの

○（　　　　　　）

同じ型のデータを決まった個数だけ並べた構造

（　　　　）を指定して要素を参照

要素の参照の計算量は O(　　　)

挿入・削除の計算量は O(　　　)

○（　　　　　　）

データを入れた箱を（　　　　　　）でつないだもの

（　　　　　　　　　　）の機能がない

要素の参照の計算量は O(　　　)

挿入・削除の計算量は O(　　　)

○（　　　　　　）

データの追加を列の一方の端から行い，取り出しをもう一方の端から行う列

先入れ先出し：（　　　　　　）←アルファベット4文字で

任意の要素は参照（できる・できない）．（←正しいものに○をつける）

要素の追加・取り出しの計算量は O(　　　)

○（　　　　　　）

データの追加・取り出しを列の一方の端だけで行う列

後入れ先出し：（　　　　　　）←アルファベット4文字で

任意の要素は参照（できる・できない）．（←正しいものに○をつける）

要素の追加を（　　　　　　），要素の取り出しを（　　　　　）という．

要素の追加，取り出しの計算量は O(　　　)

○（　　　　　　）

（　　　　　　）と（　　　　　　）から構成される．

一番上の頂点を（　　　　　　）という．

枝の上の頂点を（　　　　　　），下の頂点を（　　　　　　）という．

ある頂点から見て上の頂点の集合を（　　　　　　），下の頂点の集合を（　　　　　　）という．

子を持たない頂点を（　　　　　　）という．

根からある頂点までの枝の数を（　　　　　　）という．

根から最も遠い頂点までの枝の数をその木の（　　　　　　）という．

各頂点の子の数が高々 2である木を（　　　　　　）という．
2. 質問や授業に対する要望がある場合は余白を使って自由に書いてください．













